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野が活性化されることが報告されている。また慢性腰痛患者、 CRPS (complex 

























LC modelによる解析を用いて視床 (thalamus)、前帯状回(anteriorcingulated 

















慢性痔痛患者48人 (CRPS type-l; 12人、帯状癌疹後神経痛; 6人、脊椎手
術後痔痛; 7人、外傷性頚部症候群; 5人、など) (17'"'-'72歳;男性24人、女
































































































を施行し、プロトン MRS(1H-MRS)で得られた脳神経機能の指標である NAA(N 
12 
アスパラギン酸)濃度を測定した。
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